
※この報告書は、なごや環境大学のウェブサイト上に記録として掲載されます。

講座番号 B-28 講座名

記載日 2019/8/17 団体名・企業名

・大変興味深く聞くことができ、一人一人が自分の問題として考えていくことが大切だと
わかった。
・企業人の取り組みを知ることができた。
・ＳＤＧｓのワークショップで、いろいろな立場からのものの見方や考え方を知るチャン
スとなってよかった。

写真を添付してください
写真１

の

※写真１の説明 ※写真２の説明

ＳＤＧｓが地域に広がり浸透していくことにより、社会や環境が少しずつでもよくなって
いくことを願いこの講座を企画した。受講者の声からは大変好評であったことがわかり、
一定の成果を挙げることができたと思う。

事業実績報告書

レイチェル・カーソンンの想いから
ＳＤＧｓを学ぶ
レイチェル・カーソン日本協会東海フォーラ
ム

〈講座全体の概要〉(300字程度)

・ＳＤＧｓがどのようにしてできたのか、その歴史的意義を学び、企業の取り組みなどに
ついても紹介された。第2回の講座では身近なお買い物からＳＤＧsの本質にせまるワーク
ショップを
行い、最終回では自分事としてＳＤＧを考える機会とし、ワークショップによるグループ
討議から発表にまで導いた。

〈 企画・運営者の声 (感想) 〉(350字程度)

〈 受講者の声(実感した反応及びｱﾝｹｰﾄより) 〉(3～5点、計350字程度)
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